
先週の説教要旨
「愛する人となるために」

（マルコ１０：３２〜４５）
　主イエスがいよいよ十字架の待ち受けるエルサレ
ムへと進み行く途上、最初に弟子とされた4人の中
のヤコブとヨハネの兄弟は、主イエスに「栄光をお
受けになるとき、わたしどもの一人をあなたの右に、
もう一人を左に座らせてください」と願い出た（37
節）。おそらく二人は、10章29節の主の言葉を聞いて、
「今この世で」の報いを期待したのであろうが、これ
に対して、主イエスは「わたしが飲む杯を飲み、こ
のわたしが受ける洗礼を受けることができるか」と
二人にお問いになる。「わたしが飲む杯」とは、あの
ゲツセマネの園での祈りに出て来る「苦い杯」、すな
わち十字架への道行きを意味するが（14：36）、ヤコ
ブとヨハネの二人は、「できます」と即答する（39節）。
　二人は、「将来自分たちが受ける素晴らしい報いを
思えば、多少の苦しみなど何でもない」とでも考え
たのかも知れないが、この二人も、他の弟子たちと
同様、主イエスが捕らわれた時には蜘蛛の子を散ら
すように逃げ出し、主と共に十字架に上ることはで
きなかった。誰も主イエスが飲んだ「苦しみの杯」
を飲むことはできなかったのだ。しかし、後に、ヤ
コブとヨハネをはじめとした弟子たちは、その杯を
喜んで飲んで行った。苦い杯を飲むこと以上に素晴
らしいものを彼らが受けたからだ。
　主イエスが飲んだ苦い杯は、「神の怒り」の注がれ
た杯とも言える（エレミヤ25：15）。主イエスは、
神に背き、神を悲しませる罪深い我々人間の上にく
だされるべき「神の怒り」を、我々の身替わりとなっ
て飲み干してくださり、それによって、我々は今や、
罪の赦しと新しい命を受ける者とされている。弟子
たちは、そのことを悟った時、喜んで、自ら進んで「皆
に仕える者」「すべての人の僕」として生きる者、「愛
する人」となって行った。
　この弟子たちにならい、我々も、残るレントの日々、
主が十字架の上で神の怒りという苦い杯を飲み干し
てくださった恵みの尊さを何度でも思い起こしなが
ら、いよいよ皆に仕える者、愛する人として歩んで
行こう。
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礼拝式順序
（受難節第６主日・「棕梠の主日」）

	 	 	 　　司式者　井 殿 　 準
	 	 	 　　奏楽者　伊 東 永 子
前　　奏				     奏 楽 者
招　　詞　ゼカリヤ９：９	 	  司 式 者
讃 美 歌　３０９「あがないの主に」	  一 　 同
聖　　書　			   	  司 式 者
　　　　　マタイ２７：５７〜６１（新 P. 58）
使徒信条　（９３－４－Ａ）	 	  一 　 同
祈　　祷				     司 式 者
讃 美 歌　３１１「血しおしたたる」（1〜4 節）	 一 　 同
説　　教　「今度はわたしの番」		   司 式 者
祈　　祷				     　 〃
讃 美 歌　５１５「きみのたまものと」	  一 　 同
各任職式	 	 	 　司式・井殿牧師
讃 美 歌　５１０「主よ、終わりまで」	  一 　 同
献　　金　				     　 〃
主の祈り　（９３－５－Ａ）		   　 〃
頌　　栄　２９「天のみ民も」		   　 〃
祝　　祷				     司 式 者
答　　唱　４０－６「アーメン」	 	  一 　 同
〜「主の平和を」と、祈りを込めて隣席の方々と挨拶を交わしましょう〜
報　　告	 	 	 	  司 式 者
讃 美 歌　９１「神の恵みゆたかに受け」	  一 　 同

・当教会では讃美歌21と新共同訳聖書を使用しています。
　お持ちでない方は受付に常備されているものをご使用
　ください。
・立ち座りのご不自由な方はどうぞ着席のままお臨みく
　ださい。
・ＦＭ電波による補聴器が用意されています。受付に常
　備してありますのでご利用ください。


